
会場への入場参加もできます〈事前予約制〉

会場周辺の地図会場周辺の地図

事前にお電話で
ご予約された方は
会場入場が可能
です。

オンライン参加
は、ホームページ
をご覧ください。

綾瀬
市役所

文化会館

消防署

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院
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城山公園

綾瀬大橋
入口 綾瀬厚生病院

☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ４ｰ16

お問合せ・ご予約

　75歳以上では、３人に１人が、認知症や
その他の疾病によって、介護が必要な状態
になっていると考えられています。認知症や
要介護状態への予防のために、今からでき
る簡単な運動と、当院で提供している「訪
問リハビリテーション」の内容を紹介します。

認知症・介護予防 ～「地域で暮らす」を支える～

医学講座
参
加
無
料

会場：綾瀬厚生病院 産婦人科棟４階 多目的室

オンラインで
自宅視聴も！

9月28日（水）
14：00~15：00

日 時 講 師

佐藤 良生 作業療法士
綾瀬厚生病院

視聴方法はホームページをご覧ください

事前に当院のホームページを
ご覧いただき、
当日までに準備をして
ご視聴ください。

不明点などは、
お気軽にお電話（左記）で
お問合せください。

大和成和病院 総務課
☎046-278-3855（直通）
神奈川県大和市南林間９ｰ８ｰ２

お問合せ

　狭心症は、心臓の筋肉である「心筋」が
酸素不足を起こすことで生じる病気です。
この病気の原因や症状、予防法などを、循
環器内科の主任部長であり、狭心症治療に
用いる「心臓カテーテル」の治療室の室長
を務める医師が、わかりやすく解説します。

狭心症のあれこれ　～狭心症とはどんな病気～

オンライン
医学講座視

聴
無
料

PC ⁄ スマホ ⁄タブレットを使ってネットでご自宅視聴を！

9月28日（水）15：00から〈予定〉日 時

講 師
大和成和病院　
循環器内科主任部長  土井尻 達紀  医師

046-233-5110

看護師または准看護師
５名

保育園が無料！ 車通勤もOK♪

医療法人社団 さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集
人  数

勤務地

いずれかの免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はこちら
から！または
お電話でも♪

◀

ふれあいグループ

各職種に常勤・非常勤あり  ◆電話（☎0467-88-1263担当/金子・安野）でのお問合せ・ご応募もOK！

～医療・介護・福祉・教育の関連施設（主に神奈川県内）でのお仕事をご案内～

ご応募

お住まいと職場をマッチング‼
便利な
QRコードで
エントリーを！ 追ってご連絡致します。

から

❶ ❷
ふれあいグループ

ご連絡を差上げます

などなど…

たくさんの
職種が
 あります♪

人事/経理

ドライバー
介護士

動脈硬化の予防に

血管年齢を知りましょう
ＡＢＩ検査

綾瀬厚生病院

検査のプロが結果解析
特定健診・がん検診を受付中

状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い

く
こ
と
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
か
ら
、
綾
瀬
市
の
『
特
定

健
診
』
と
『
が
ん
検
診
』
を
、
当

院
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

『
特
定
健
診
』
は
、
生
活
習
慣
病

に
関
わ
る
検
査
項
目
が
多
い
健
康

診
断
で
す
の
で
、対
象
者
の
方
は
、

国
家
資
格
を
も
つ
臨
床
検
査
技
師

が
そ
ろ
っ
て
い
る
当
院
で
是
非
、

お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
は
、
受
診
券
を
ご
用
意

の
上
、
お
電
話
で
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
」。

■
綾
瀬
厚
生
病
院
／
駐
車
場
完
備

☎
０
４
６
７・７
７・５
１
１
１
㈹

綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４
の
16

ど
の
生
理
機
能
検
査
を
担
当
し
、

さ
ら
に
輸
血
検
査
な
ど
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。

が
ん
の
早
期
発
見
も

　

検
査
の
実
施
自
体
は
医
師
の
判

断
に
よ
り
ま
す
が
、
測
定
結
果
を

分
析
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
が
ん
な
ど
の
重
大
な
病

気
の
早
期
発
見
の
ほ
か
、
病
変
の

有
無
を
判
別
す
る
こ
と
で
、
医
師

の
治
療
方
針
の
決
定
や
、
病
気
の

経
過
観
察
、
治
療
効
果
の
判
定
な

ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
検
査
科
・
松
野
栄
美
臨

床
検
査
技
師
は
、
次
の
よ
う
に
話

し
て
い
ま
す
。

　
「
受
診
者
さ
ま
が
喫
煙
者
だ
っ

た
り
、
足
の
し
び
れ
や
高
血
圧
、

肥
満
が
み
ら
れ
る
よ
う
な
方
は
、

血
管
の
詰
ま
り
具
合
を
調
べ
る
こ

と
が
多
く
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
で
動
脈

硬
化
を
み
ま
す
。
検
査
の
結
果
次

第
で
は
、
さ
ら
に
頸
動
脈
エ
コ
ー

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
で
調
べ
る
必
要
が

出
て
き
ま
す
。

　

当
院
は
検
査
部
門
に
も
チ
ー
ム

医
療
体
制
を
と
り
、医
師
の
ほ
か
、

放
射
線
科
な
ど
の
他
科
の
技
師
と

連
携
し
て
、
受
診
者
さ
ま
の
身
体

　

綾
瀬
厚
生
病
院
に
は
、
国
家
資

格
を
も
つ
臨
床
検
査
技
師
が
所
属

す
る
「
検
査
科
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
採
血
業
務
の
ほ
か
、

血
液
や
尿
、
心
電
図
や
超
音
波
な

離
」
な
ど
の
深
刻
な
病
気
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
は
、
外
来
診
察
に

よ
っ
て
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
は
、保
険
診
療
で
受
け
ま
す
。

医
師
の
判
断
に
よ
ら
ず
、
自
ら
検

査
を
希
望
し
て
医
療
機
関
な
ど
で

受
け
る
（
自
費
診
療
）
こ
と
も
で

き
ま
す
。

な
の
か
が
わ
か
る
検

査
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、「
Ａ
Ｂ
Ｉ
検

査
」
で
す
。

脂
質
が
沈
着

　

動
脈
硬
化
は
、
動

脈
血
管
壁
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂

質
が
沈
着
し
、
血
管

が
弾
力
を
失
っ
て
硬
く
な
っ
た
状

態
を
指
し
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
は
、
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
自
分
で
気
付
く
こ

と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
動
脈
硬

化
が
進
む
と
、
心
臓
の
血
管
が
詰

ま
る
病
気
の
「
心
筋
梗
塞
」
や
、

脳
の
血
管
が
詰
ま
る
「
脳
梗
塞
」、

太
い
血
管
が
裂
け
る
「
大
動
脈
解

　

血
管
の
硬
さ
や
詰
ま
り
具
合

（
動
脈
硬
化
の
進
行
）、
ま
た
は
血

管
年
齢
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　

両
手
・
両
足
の
血
圧
を
測
定
し
、

そ
の
比
率
を
計
算
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
血
管
が
ど
の
く
ら
い
健
康

測定結果はすぐに出ます。
医師から測定結果について
説明を受けます。

腕と足首に
カフを装着し、
数分間、安静にして
測定します。

ABI検査 値が低いほど、血管の
詰まりを示します。

同
院・検
査
科
に
よ
る
腹
部
エ
コ
ー
検
査

取材協力

　
　

  

心
臓
の
中
で
血
液
が
逆
流
⁉︎

大
事
な
の
は
症
状
の
自
覚
と
受
診
意
識

年
の
せ
い
と
見
過
ご
す
高
齢
者
が
増
加

　
　
　

  

大
和
成
和
病
院
の
弁
膜
症
診
療

  

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
小
切
開
手
術
を
採
用

心
臓
血
管
外
科・
主
任
部
長 

田
畑
美
弥
子 
医
師

が
あ
り
ま
す
。
肋
骨
の
間
か
ら
５

㎝
程
度
の
小
切
開
で
行
な
う
手
術

方
法
で
す
。
通
常
手
術
の
よ
う
に

胸
骨
を
切
開
す
る
と
、
術
後
２
～

３
カ
月
は
運
動
を
控
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で
は
早

期
の
社
会
復
帰
も
可
能
で
す
。
若

く
、
長
期
休
養
が
難
し
い
働
き
盛

り
の
患
者
さ
ま
に
は
、
是
非
お
考

え
い
た
だ
き
た
い
手
術
で
す
。

　

弁
膜
症
は
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
治
療
す
れ
ば
再
び
普
段
の
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

大
和
成
和
病
院
で
は
、
幅
広
い
治

療
法
の
中
か
ら
、
患
者
さ
ま
そ
れ

ぞ
れ
に
合
わ
せ
て
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

同
院
☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

用
）
で
一
時
的
に
心
臓
を
止
め
て

手
術
を
し
ま
す
。
し
か
し
80
代
以

上
の
患
者
さ
ま
に
は
、
大
き
な
負

担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
胸
を
切
ら
ず
、

そ
し
て
心
臓
も
止
め
ず
に
、
カ

テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
人
工
弁
を
留

置
す
る
治
療
法
で
あ
る
『
経
カ

テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
治
療
（
ＴタＡ

ＶビＩ
）』
が
あ
り
ま
す
」

幅
広
い
手
術
方
法
か
ら
選
択

　
「
こ
の
他
に
も
当
院
に
は
、『
低

侵
襲
心
臓
手
術
（
Ｍミ

ッ

ク

ス

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）』

　
「
弁
膜
症
の
方
が
、
正
常
な
心

臓
機
能
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

弁
膜
を
人
工
弁
に
取
り
換
え
る

【
弁
置
換
術
】
や
、
弁
膜
を
温
存

し
て
治
す
【
弁
形
成
術
】
と
い
っ

た
治
療
が
必
要
で
す
。

　

通
常
、
こ
の
治
療
で
は
、
胸
の

真
ん
中
の
骨
（
胸
骨
）
を
切
開
し
、

人
工
心
肺
装
置
（
心
臓
・
肺
を
代

　

心
臓
病
専
門
の
大
和
成
和
病
院
で
、
心
臓
血
管
外

科
・
主
任
部
長
を
務
め
る
田
畑
美
弥
子
医
師
に
よ
る

弁
膜
症
手
術
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

す
る
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
や
、

弁
膜
が
変
性
し
て
弱
く
な
る
こ
と

で
血
液
が
逆
流
す
る
「
僧
帽
弁
閉

鎖
不
全
症
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
抱
え
る
と
、
動
悸
や
息

切
れ
、
足
の
む
く
み
、
胸
痛
、
呼

吸
困
難
な
ど
を
生
じ
ま
す
。

　

し
か
し
徐
々
に
進
行
す
る
の

で
、
症
状
に
気
付
か
な
い
人
や
、

加
齢
に
よ
る
も
の
と
思
い
込
み
、

早
期
の
受
診
に
結
び
つ
か
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

診
断
に
は
、
聴
診
と
心
エ
コ
ー

検
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
軽
症
の

場
合
は
、
投
薬
で
症
状
の
緩
和
を

は
か
り
ま
す
が
、
進
行
す
る
と
心

筋
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
こ
ま

で
進
ん
で
し
ま
う
と
、
治
療
し
て

も
、
心
筋
や
心
臓
機
能
の
回
復
は

難
し
く
な
り
ま
す
。

「
弁
膜
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
機
能
障
害
が
「
弁
膜
症
」
で
す
。

病
気
の
種
類
と
診
断
方
法

　

弁
膜
症
の
種
類
に
は
、
弁
膜
が

硬
く
な
り
、
血
液
の
通
過
が
悪
化

　

心
臓
は
、
全
身
に
血
液
を
送
る

「
ポ
ン
プ
」
の
働
き
を
し
て
お
り
、

内
部
は
、
右
心
房
／
右
心
室
／
左

心
房
／
左
心
室
に
分
か
れ
、
各
出

口
に
は
、
血
液
が
逆
流
す
る
こ
と

な
く
一
方
向
に
流
れ
る
よ
う
に

　

心
臓
の
中
に
あ
る
４
つ
の
“
部
屋
”
の
出
口
に
つ

い
て
い
る
弁
膜
に
障
害
が
起
こ
り
、
十
分
に
機
能
を

果
た
せ
な
い
状
態
が
「
弁
膜
症
」
と
い
う
病
気
で
す
。

一方通行に流す 閉じて逆流を防止

石灰化などで
弁が硬化し
血流が悪化

加齢などで
弁が弱くなり
血液が逆流

正  常

大動脈弁
狭窄症

僧帽弁
閉鎖不全症

血
流

弁膜の様子  教えて！
田畑ドクター

弁 膜 症

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師
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ふれあい
さがみ野保育園

ふれあい
大和保育園

ふれあい
町田保育園

046（274）9860  担当 川井

大和市南林間9‒4‒14

042（798）7170  担当 林田

ふれあい
綾瀬保育園
0467（71）1135  担当 山口

046（236）3650  担当 吉岡

開所時間  8：00～19：00
開所時間  7：30～18：30

開所時間  7：30～18：30
開所時間  7：30～18：30

綾瀬市深谷中１‒4‒13

町田市小山ヶ丘１‒3‒10
海老名市東柏ヶ谷2‒16‒11

病院隣接 /豊かな自然環境
閑静な住宅街に立地

閑静な住宅街に立地
市内中心部 /病院隣接 /車通勤に便利

四季の動植物と触れ合い、全身をフ
ルに使って自然遊びを楽しんでいま
す。自然体験は子どもの豊かな発想
力や想像力を伸ばします。自分らし
さを表現できるように育んでいます。

一番近くの公園まで、子どもの足
でも徒歩 1 分！主活動の時間には、
広場を走ったり遊具で遊んだりと、
園児は保育士と一緒に、好きな遊
びを目いっぱい楽しんでいます。

家庭的で安心できる雰囲気を大切に
しています。食育の一環でキュウリ
やトマトの苗を植え、水遣りをしな
がら育てています。収穫時には、実
りに喜び驚く園児の顔があります。

夏は園児が大好きな水遊び！バスボ
ム作りや、ペットボトルを装飾した
ジョウロなど、園児が自ら作ったもの
で遊んでいます。毎回、キラリと個性
が輝く作品に保育士も驚かされます。

保育園を見学してみませんか？

ふれあい保育園のご案内アッ
トホー

ム

な運営

勤務時間や待遇の詳細、
ご応募はこちらから→（総務課・赤岡）同院

詳細は、下記へお問合せください

045-761-3581

看護師
求む！求む！ 康心会汐見台病院（    ）横浜市

磯子区

■ 子育て世代から管理職世代まで募集
■ ケアミックス型の総合病院
■ 経験に応じて給与は応相談
■ 院内保育園を完備

書類 面接選考

勤務：横浜（戸塚区、磯子区ほか）や湘南エリアの医療・介護施設、学校での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！
パート
時給1050円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

勤務地

南林間・鶴間駅から
無料バス通勤可能。
マイカー通勤もOK！
保育施設を完備♪

ご応募は、お電話またはＱＲコードから！

046（272）1515
ＴＥＬ

経験者
土日祝日の勤務可能者
介護資格保有者

優遇
します！

介護士・介護福祉士

常
勤
・
非
常
勤職員募集鶴

間
駅

南
林
間
駅

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

小松原
イオンモール
大和西高

大和成和
病院

南林間中

十一条
通り

〒〒

成和
ナーシング
プラザ

成和
ナーシング
プラザ 老健

一次選考：書類

勤務地（応募先）

■ 自動車運転免許をおもちの方
■ 経験者の方は優遇します！

東京都町田市小山ヶ丘１-3-8
多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から無料バスあり

〈受付8：30～17：00〉
042-798-1121
machida-hosp@fureai-g.or.jp

ふれあい町田ホスピタル
病院総務課（当直あり）

月給230,000円～
                〈経験10年例〉

事務

常勤の

事務職員を
募集！

　

○
…
自
身
の
小
児
喘
息
の
経

験
や
、
母
の
く
も
膜
下
出
血
の

発
症
が
、
医
師
と
し
て
の
姿
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。「
ど
の
診
療
に
も
共
通
す

る
こ
と
で
す
が
、
患
者
さ
ま
の

お
話
を
よ
く
聞
き
、
何
に
ど
の

く
ら
い
困
っ
て
い
る
の
か
を
把

握
し
て
、
解
決
す
る
方
法
（
治

療
法
）
を
、
そ
の
方
に
合
っ
た

内
容
で
提
供
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。
問
診
に
よ
っ
て

必
要
な
検
査
内
容
を
見
極
め
、

基
礎
疾
患
を
含
め
て
調
べ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
脳
神
経
系
で

は
、手
や
腕
の
左
右
の
動
き（
神

経
学
的
所
見
）
に
よ
っ
て
Ｍ
Ｒ

Ｉ
や
Ｍ
Ｒ
Ａ
で
脳
血
管
の
詳
細

を
探
る
必
要
も
出
て
き
ま
す
」。

　

○
…
「
頭
痛
は
誰
も
が
抱
え

る
悩
み
な
の
で
、
幅
広
い
年
代

が
受
診
し
や
す
い
よ
う
に
」と
、

金
曜
日
午
後
と
土
曜
日
午
前
に

頭
痛
専
門
外
来
を
開
設
し
、
成

人
に
限
ら
ず
小
児
も
対
象
と
し

て
い
ま
す
。「
中
学
生
く
ら
い

ま
で
は
、
先
天
性
疾
患
や
脳

腫
瘍
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
多

く
、
特
に
注
意
を
要
し
ま
す
」。

　

○
…
片
頭
痛
を
抱
え
る
女
性

は
多
く
、
し
か
し
一
般
的
な
診

療
で
は
、
一
様
に
鎮
痛
剤
の
処

方
で
終
わ
る
こ
と
に
残
念
が
る

声
を
耳
に
し
て
き
た
と
い
い
ま

す
。「
専
門
医
と
し
て
は
、
処

方
の
範
囲
の
広
さ
だ
け
で
な
く
、

診
療
で
は
、
患
者
さ
ま
に
薬
の

使
い
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
よ
る
薬
の
活
用
法

も
学
ん
で
い
た
だ
き
、
頭
痛
へ

の
備
え
、
そ
し
て
予
防
的
な
内

容
に
ま
で
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
」。
患
者
本
位

の
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

この「人」に聞く

  

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
沿
っ
て

　
　 

　   

迫
る
頭
痛
に
堅
実
な
処
方

池谷 義守 医師
　 （いけや よしもり）　　　　

ふれあい町田ホスピタル
【脳神経外科】

日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医
　　　日本頭痛学会 頭痛専門医      ほか

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

諦
め
な
い
で
！
そ
の
頭
痛

毎
週
末
に「
頭
痛
専
門
外
来
」

　

東
京
都
町
田
市
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
に
は
、
頭
痛
専
門
外
来
が
あ
り
ま
す
。
日
本

頭
痛
学
会
の
専
門
医
が
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

頭
痛
は
、
誰
も
が
一
度
は
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
“
あ
り
ふ
れ

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
で
は
、
二
次
性
頭
痛
に
限

ら
ず
、
片
頭
痛
・
緊
張
型
頭
痛
・

群
発
頭
痛
な
ど
の
一
次
性
頭
痛
を

含
め
て
、“
あ
り
ふ
れ
た
症
状
で

軽
視
さ
れ
が
ち
な
頭
痛
”
に
対
し

て
も
、
専
門
性
を
も
っ
て
、
細
か

く
診
察
し
て
い
ま
す
。
症
状
に
合

わ
せ
た
治
療
法
や
薬
の
選
定
、
頭

痛
が
起
こ
っ
た
時
（
ま
た
は
起
こ

り
そ
う
な
時
）
の
対
処
法
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
行
な
う
外
来
で
す
。

　

担
当
の
池
谷
義
守
医
師
＝
今
号

「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
、
９

月
27
日
㈫
に
医
学
講
座
を
開
催
＝

は
、「
頭
痛
で
病
院
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か

症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
と
い
っ
た

方
は
、
是
非
、
当
院
の
頭
痛
専
門

外
来
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。
専
門

性
を
も
っ
て
、
し
っ
か
り
診
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

た
”
症
状
で
す
が
、
脳
が
位
置
す

る
人
間
の
重
要
な
部
分
の
痛
み
な

の
で
、
重
篤
な

病
気
が
隠
れ
て

い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

頻
繁
に
起
こ

る
頭
痛
や
、
い

つ
も
と
異
な
る

頭
痛
、
ま
た
は

こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
な

い
よ
う
な
痛
み

の
場
合
は
、
す

ぐ
に
医
療
機
関
で
診
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

あ
り
ふ
れ
て
い
て
も
専
門
対
応

　

脳
に
器
質
的
な
病
気
が
認
め
ら

れ
な
い
が
、
日
常
生
活
に
支
障
を

来
す
よ
う
な
頭
痛
を
「
一
次
性
頭

痛
」
と
し
、
そ
れ
に
対
し
、
脳
に

病
気
が
あ
り
、
そ
の
サ
イ
ン
と
し

て
出
現
す
る
頭
痛
は
「
二
次
性
頭

痛
」
と
呼
び
ま
す
。

　

一
次
性
頭
痛
の
代
表
的
な
も
の

に
は
、【
片
頭
痛
】【
緊
張
型
頭
痛
】

【
群
発
頭
痛
】
が
あ
り
、
慢
性
的

に
繰
り
返
し
出
現
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
二
次
性
頭
痛
に
は
、【
く

も
膜
下
出
血
】【
脳
動
脈
解
離
】【
脳

腫
瘍
】
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
の
特
徴
は
、
突
発
的
に
痛
み
が

出
現
し
た
り
、
手
足
の
動
き
の
不

調
な
ど
を
と
も
な
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
頭
痛
の
種

類
の
鑑
別
に
は
、
専
門
的
な
知
識

や
経
験
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
「
頭
痛
専
門
外
来
」
を
開
設
し

担当医

池谷 義守
　　　 医師

頭痛
専門外来

☎042（798）1121

受付13:30
           〜
　　 16:30

受付8:30
         〜
　　11:30

土曜日

午前
金曜日

午後

病院
代表

小山長池
トンネル南

尾根幹 ↑

町田街道 ↓

南多摩
斎場西バーミヤン

トイザらス
エネオス

コストコ P あり
ココ

東京都町田市小山ヶ丘１-3-8

群発頭痛群発頭痛
の可能性

ズキンズキンと目を
えぐられるような痛み

片頭痛片頭痛

脈を打つような痛みで
光や音に敏感になる

の可能性

緊張型頭痛
の可能性

頭全体がギューと
締め付けられる感じ

慢性的な頭痛の代表例 このような

お悩みは当院へ
！
ふれあい
町田ホスピタル

2



総合型選抜
出願受付開始！！
試験日程 10月9日（日）【出願期間】

9月1日( 木 )～9月30日( 金 )

理科（化学）と小論文のみで受験可能

湘南医療大学
薬学部 2022年 4月

薬学部棟新設

応募連絡後、履歴書を郵送
〒194-0215 
東京都町田市小山ヶ丘１-３-７
採用担当  桑原・藤中宛
☎042-798-2001
　 machida-rk@fureai-g.or.jp

介護老人保健施設 ふれあいの町田

応募連絡／電話またはメール勤務／日勤・夜勤
　　　（非常勤応相談）
資格／特になし
　　　　※介護資格所有者歓迎！
月給／170,600円～
　　　　＋介護加算手当 ほか
待遇／医療費補助制度 など

常勤スタッフ募集常勤スタッフ募集
勤務／日勤・夜勤
　　　（非常勤応相談）
資格／特になし
　　　　※介護資格所有者歓迎！
月給／170,600円～
　　　　＋介護加算手当 ほか
待遇／医療費補助制度 など

♦長期勤続によるキャリア形成のため、若年層を積極採用

介護士

消防設備士
未経験の方も！プロフェッショナルな

になりませんか？

＊

＊職業訓練校（ビル設備関連）の修了生など

会社名

必須資格

年  齢

月  給

有限会社エフ.アンド.ユアライフ
所在地／神奈川県茅ヶ崎市円蔵370-20

甲種消防設備士 資格
他種の消防資格の取得支援制度あり

、普通自動車免許
185,000円～300,000円

☎0467-84-6680
59歳まで（60歳定年制のため）

応  募 お電話で。
病院・施設・学校などにおける
消防設備の点検や管理業務です。

応募・問合せ ふれあい鶴見ホスピタル 045（586）1717

池谷戸

首
都
高
速

JRJR新子安駅 生麦駅 京急鶴見駅

シャトル
バス
乗り場 第二京浜1

京急線京急線

シャトル
バス
乗り場

勤務病院ココ

通勤に新子安駅などから無料シャトルバスの
利用が可能。生麦駅からは、徒歩約10分です。

これらの経験がない方でも
是非

ご応募ください！

優遇します！
● 経験10年以上
● 管理職を目指す方
● レスピレーターを扱える方
● 療養病棟での勤務経験

詳細・応募は
こちらでも▼

年間休日１２１日！鶴見ホスピタルで看護師募集！
医療事務 総務課・欠畑

QRコードから→

電話
☎0467-83-9111
　　　    
インターネット

３名/資格不問
職 種

人数/資格
応  

募
170,600円～月 給

神奈川県茅ヶ崎市西久保500
湘南東部総合病院 茅ケ崎駅・香川駅・寒川駅

または茅ヶ崎市内各所から
無料シャトルバス運行中！

通勤利用OK♪

求人

す
る
専
門
職
（
国
家
資
格
）
で
す
。

さ
ら
に
、
摂
食
・
嚥
下
に
問
題
を

抱
え
て
い
る
場
合
に
も
、
専
門
的

な
対
応
を
行
な
い
ま
す
。

　

臨
床
の
現
場
で
は
、
知
識
や
技

術
の
ほ
か
に
、観
察
力
や
想
像
力
、

　
「
言
語
聴
覚
士
」
と
は
、
こ
と

ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
問
題
が
あ
る
人
に
対
し
、
効
果

的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
そ
の
人
が
自
分
ら
し
い

生
活
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
支
援

〜
病
院
で
働
く
人
②
〜  

話
す
・
聞
く
・
食
べ
る
の

　

 

プ
ロ
療
法
士「
言
語
聴
覚
士
」

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖１-６-11
（JR茅ケ崎駅北口から徒歩１8分）
☎0467-88-6611
https://www.crc.ac.jp

人間の営みを支える大切な手段の「こと
ば」や、「話す」「聞く」といったコミュニ
ケーションに不自由を抱えている人、また
は摂食・嚥下などの障害に対して、専門的
な知識や訓練によって支援する療法士。｠

言語聴覚士とは…

9/
  10土  17土
10/

  
1土

学校説明会 言語聴覚学科
各日10：00～

的
確
に
内
容
を
伝
え
る
た
め
の
表

現
力
と
、
常
に
冷
静
に
対
象
者
と

接
し
な
が
ら
適
切
な
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
言
語
聴
覚
学
科
」
を
設
置
し

て
い
る
「
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
学
校
」
は
、
障
害
の

有
無
や
、
年
齢
・
性
別
の
差
異
、

文
化
・
国
籍
の
違
い
な
ど
に
関
わ

ら
ず
、
全
て
の
人
に
公
平
に
接
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
リ
ハ

ビ
リ
療
法
士
の
養
成
校
で
す
。
言

語
聴
覚
士
の
育
成
に
は
、
問
題
を

深
く
理
解
し
思
い
や
り
を
も
っ
て

“
対
象
者
中
心
の
言
語
聴
覚
療
法
”

を
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
丁
寧
な

教
育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
８・６
６
１
１

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
南
湖
１
の
６

の
11

り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
注
目
を

浴
び
て
い
る
感
染
対
策
の
話
題

や
、
先
端
医
療
に
関
す
る
こ
と
ま

で
、
一
般
の
人
に
わ
か
り
や
す
く

講
義
す
る
の
で
、
気
軽
に
学
べ
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
講
師
は

お
問
合
せ

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃１６-48
（JR東戸塚駅西口から徒歩15分）
☎045-821-0111
https://sums.ac.jp/

開催日
10／
   29
　 土曜日

3／   25
　土曜日

11／
   19
　 土曜日

◆ 行動を変えたいあなたに贈る処方箋
　　　　　 ～日常生活に活かす行動理論～ 
◆ 放射線のこと
    ～身近な放射線から医療・エネルギー利用まで～ 
◆ タンパク質の老化と病気
◆ 「手をきれいに洗いましょう」手洗いの実際
◆ こころの健康と作業療法
◆ １００歳まで脳を元気に
◆ 脳卒中の方の歩き方のコツ
◆ アレルギー反応のいろいろ

演 題 講 師

申
込
み

お申込みはこちらから！

2022年度

湘南医療大学市民公開講座

2023年 

※日にち、テーマは変更する場合があります。ホームページで必ずご確認ください。

保健医療学部
　小林和彦 教授
薬学部
　加藤英明 准教授
薬学部
　高橋央宜 教授

薬学部
　定本清美 教授

　寺本明 副学長

保健医療学部
　渡部節子 教授

保健医療学部
　大村優慈 講師

保健医療学部
　三川年正 准教授

同
大
学
で
、
医
学
や
薬
学
、
衛
生

な
ど
の
各
分
野
で
実
際
に
教
鞭
を

と
っ
て
い
る
教
授
や
准
教
授
な
ど

で
す
。

▽
10
月
29
日
㈯

「
行
動
を
変
え
た
い
あ
な
た
に
贈

る
処
方
箋
～
日
常
生
活
に
活
か
す

行
動
理
論
～
」

保
健
医
療
学
部  

小
林
和
彦 

教
授

　
　
　
　

同
日
に
他
１
講
座
あ
り

▽
11
月
19
日
㈯

「
タ
ン
パ
ク
質
の
老
化
と
病
気
」　  

             

薬
学
部  

高
橋
央
宜 

教
授

　
　
　
　

同
日
に
他
２
講
座
あ
り

▽
２
０
２
３
年
３
月
25
日
㈯

「
１
０
０
歳
ま
で
脳
を
元
気
に
」　      

 

湘
南
医
療
大
学 

寺
本
明 

副
学
長

　
　
　
　

同
日
に
他
２
講
座
あ
り

　

参
加
は
無
料
。
開
始
時
間
や
詳

細
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

を
。
事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必

要
な
の
で
、
興
味
が
あ
る
人
は
早

め
の
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
湘
南
医
療
大
学

☎
０
４
５・８
２
１・０
１
１
１

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃

16
の
48

２
０
２
２
年
度
公
開
講
座  

手
洗
い
方
法
か
ら
脳
科
学
ま
で

　
　

  

気
軽
に
学
べ
る
市
民
講
座

湘
南
医
療
大
学

　

Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
徒
歩

15
分
に
あ
る
「
湘
南
医
療
大
学
」

で
は
、
一
般
向
け
の
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
医
療
大
学
と
し

て
の
特
性
を
活
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
編
集
を
施
し
た
内
容
で
あ

　
春
に
続
き
、
９
月
も
中
高
年
向
け
の
無
料
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
、
同
一
建
物
内
に
病
院

を
有
し
、
シ
ル
バ
ー
世
代
に
安
心
生
活
を
提
供
し
て

い
る
老
人
ホ
ー
ム「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」で
す
。

「
失
敗
し
な
い
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」

 
人
気
の
セ
ミ
ナ
ー 

    
来
月
に
開
催
決
定
！

9
月
３
日
〜
25
日
、予
約
者
限
定

自
分
の
ペ
ー
ス
で
聞
け
る

　
老
人
ホ
ー
ム
選
び
の
基
礎
知

識
や
失
敗
し
な
い
た
め
の
予
備

知
識
な
ど
が
集
約
す
る
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
年
間
20
回
以
上
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
０

名
以
上
が
参
加
し
て
い
る
好
評

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
個
別
の
質

疑
応
答
の
時
間
も
あ
り
、「
わ

が
家
の
特
別
な
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
、
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
基

準
に
な
る
最
初
の
見
学
施
設
を

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
紹
介
し
て
も

ら
っ
た
の
で
、
以
後
、
比
較
が

で
き
て
い
る
」
な
ど
の
声
が
多

　
多
摩
地
区
で
春
に
大
好
評

だ
っ
た
無
料
セ
ミ
ナ
ー
「
失
敗

し
な
い
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び

方
」
が
、
秋
に
も
開
催
が
決
定

し
ま
し
た
。
今
回
は
感
染
症
対

策
の
た
め
、
参
加
人
数
の
制
限

（
予
約
状
況
に
よ
り
、
制
限
数

を
判
断
）
が
あ
り
ま
す
が
、
開

催
期
間
は
長
く
、
９
月
３
日
㈯

か
ら
25
日
㈰
ま
で
で
す
。
会
場

は
、「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町

田
」（
多
摩
境
駅
・
南
大
沢
駅
・

相
模
原
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
あ
り
）。
参
加
無
料
・
完

全
予
約
制
。
希
望
日
が
埋
ま
る

前
に
、
お
早
め
の
ご
予
約
を
！

く
、
人
気
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
と
は

　
会
場
の「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス

町
田
」は
“
２
０
２
２
年
・
本
当

に
住
み
や
す
い
街
”
と
し
て
雑

誌
等
に
紹
介
さ
れ
た
町
田
市
多

摩
境
に
あ
り
、
地
域
病
院
「
ふ

れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
医
療

法
人
社
団 

康
心
会
）
が
併
設
さ
れ
た

老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
高
齢
者
に

欠
か
せ
な
い
定
期
通
院
や
透
析

治
療
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
降

り
る
だ
け
。
緊
急
時
や
夜
間
の

医
療
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

シニアレジデンス町田

正面外観

※ご予約の際に必ず「お役立ち新聞を見た」とお伝えください。※ご予約の際に必ず「お役立ち新聞を見た」とお伝えください。

健康生活お役立ち新聞 読者さまへ

11,000円11,000円

「シニアレジデンス町田」の体験入居を
キャンペーン価格で提供！
この機会に是非お試しください。 １泊２日３食付１泊２日３食付

キャンペーン価格キャンペーン価格

セミナーのお申込み・
施設の資料請求はこちら
シニアレジデンス町田
                          東京都町田市小山ヶ丘１‒3‒8

    0120-86-6534南大沢駅・多摩境駅・相模原駅から無料バスで約10分

ココ

相模原駅

多摩境駅

南大沢駅 小山長池
トンネル南

コストコ

橋本駅

京
王
線

JR横浜線

小山 町田街道

無料バス

無料バス

無料
バス

会場

■ 老人ホームの種類別の特徴
■ 施設選びのポイント ■ 資金計画 など

こんな不安や疑問にお答えします！

会場 シニアレジデンス町田
※送迎希望はご相談ください

            湘南ふれあいの園シリーズ

「シニアレジデンス町田」

講師

見学付き

高齢者施設の専門家
　　　　　　　　（担当者）

失敗しない老人ホームの選び方
主催  湘南ふれあいの園 シニアレジデンス町田

ー予約時にご希望の開催時間をお伝えくださいー

9 ⁄3   ～25土 日

無料セミナー

（時間によって昼食の試食が可能 /要予約）

参加無料
各日少人数に限定
完全予約制 ・申込順

3



詳細はＨＰ、または電話でお問合せを！

インターネットによって
ご自宅で視聴できる講座です。

視聴方法は
当院のホームページを参照、
またはお電話でお問合せください。

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1ｰ３ｰ8

　繰り返す慢性頭痛には、いくつか種類が
あり、治療でコントロールが可能になるもの
は多くあります。しかし、頭痛の中には、重
大な病気が隠れている場合もあります。頭
痛の種類やメカニズム、さらに対処法につ
いてお話しします。是非、ご視聴ください。

頭痛について　

オンライン
医学講座視

聴
無
料

PC ⁄ スマホ ⁄タブレットを使ってネットでご自宅視聴を！

9月27日（火）15：00～15：30〈予定〉日 時

講 師
ふれあい町田ホスピタル
             　 脳神経外科　池谷 義守 医師

会場（当院）にてお聞きいただく講座です

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口
40

マルエツ
東柏ヶ谷

相鉄線

246

会場周辺の地図

・「さがみ野駅」南口
 から徒歩５分

•「相模大塚駅」南口
 から徒歩８分

交
通
ア
ク
セ
ス

交
通
ア
ク
セ
ス

参加にはご予約が必要です。
事前にお電話でお申込みを！

さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷６ｰ20ｰ20

お問合せ・ご予約

　病院で受ける検査の中には、放射線を
利用したものがあります。受診者さまが抱
かれる疑問の「この検査で何がわかる
の？」や、「この検査、本当に必要？」といっ
た不安に対し、当院で放射線検査を担当
している現役の技師が詳しく解説します。

放射線の検査でわかること　～病気をみつけましょう～

医学講座
参
加
無
料

会場：さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

9月28日（水）13：00から日 時

講 師 さがみ野中央病院
            放射線科　望月 紀広 診療放射線技師

応募・エントリー▶

詳しい内容や
お問合せは下記へ！

一般病棟

産婦人科病棟

回復期リハビリ
テーション病棟

療養病棟

綾瀬厚生病院 神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

（担当／南・今鷹）お問合せ先 0467-77-5111 応募の際は履歴書・職務経歴書のご用意を。

看護補助に興味がある方、募集 !常勤・
非常勤

■ 非常勤 時給 1,250円～
■ 介護系資格があれば優遇

■ 常勤 月給 170,600円～

車あるいは自転車で、茅ヶ崎市・寒川町に在住の要介護（または要支援）者を
訪問し、介護を提供するお仕事（ヘルパー職務）です。

湘南東部総合病院
所在地：神奈川県茅ヶ崎市西久保500

☎0467-83-9111
　 （総務課・欠畑宛て）
こちらから
エントリー
も可能！▶

募集施設 応
募
先ホームヘルパー２級または

介護職員初任者研修修了
必要資格

訪問介護スタッフ募集１名 非常勤

　

東
京
都
町
田
市
小
山
ヶ
丘
に
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ

ス
ピ
タ
ル
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
介
護
認
定
、
介

護
相
談
の
受
け
付
け
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
所
は
『
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス

ピ
タ
ル
』の
中
に
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご

相
談
は
お
電
話
で
も
可
能
で
す
。

病
院
内
に
事
業
所
が
あ
る
特
性
を

最
大
限
に
活
か
し
て
、
業
務
を
行

な
っ
て
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

病
院
内
に
あ
る
こ
と

で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
か
？

　
（
同
）「
患
者
さ
ま
の
状
態
に
関

係
す
る
こ
と
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
性
、
ま
た
は
関
係
機
関
と

の
迅
速
な
調
整
な
ど
に
つ
い
て
、

常
に
医
師
や
看
護
師
、
医
療
相
談

員
な
ど
と
情
報
共
有
を
は
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

患
者
さ
ま
は
退
院
直
後
か
ら
、
円

滑
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
ご
自
宅

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
は
、
対

象
者
（
要
介
護
者
）
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
を
判
断
し
、
さ
ら
に
相
談
者

（
利
用
者
）
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取

り
、
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
介
護
内
容
は
支
援
事
業

所
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
任
せ
き

り
に
せ
ず
、
相
談
者
（
利
用
者
／

要
介
護
者
）
側
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

実
際
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
従
っ
て

介
護
を
進
め
て
い
く
と
、
改
善
点

が
見
え
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
対

象
者
の
健
康
状
態
や
介
護
状
況
も

変
化
す
る
の
で
、
見
直
し
と
再
評

価
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
、
最
適
な

プ
ラ
ン
を
立
案
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
す
め
て

お
り
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

仕
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
中
嶌
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）「
主

な
仕
事
内
容
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
さ
ま
に
対
し
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

調
整
、
ま
た
は
介
護
の
認
定
調
査

な
ど
で
す
が
、
当
事
業
所
で
は
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
居
宅
生
活
で
の
手
厚
い
ケ
ア

の
提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一

員
と
し
て
、
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
社
会
へ
の

大
き
な
貢
献
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
当
事
業
所
で
は
、
病
院
（
ふ

れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
や
老

健
施
設
（
ふ
れ
あ
い
の
町
田
）
と

の
連
携
に
よ
っ
て
、
訪
問
診
療
／

訪
問
看
護
／
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
／
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
／
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な

ど
、
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
体
制
が
あ
り
ま
す
。
介
護
に
関

わ
る
申
請
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
当
事

業
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　
　
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

☎
０
４
２・７
８
９・１
１
２
１
㈹

と
い
い
ま
す
。
街
中
で
見
か
け
る

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
セ
ン

タ
ー
）」
は
、
そ
の
支
援
を
行
な

う
た
め
の
拠
点
で
あ
り
、
相
談
が

で
き
る
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
ニ
ー
ズ
を
反
映

　

事
業
所
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
在
籍
し
、「
要
介
護
」
を
認
定

さ
れ
た
人
に
、
居
宅
（
自
宅
）
で

の
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
に
所
属
す
る

ス
タ
ッ
フ
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

︱
︱
︱ 
そ
ち
ら
に
介
護
の
相

談
を
し
た
い
場
合
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
で
す
か
？

　
（
今
野
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）「
当

　

大
き
な
け
が
や
病
気
を
起
こ

し
、
病
院
で
の
治
療
を
経
て
、
自

宅
で
自
立
し
た
生
活
を
送
ろ
う
と

し
て
い
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
社

会
制
度
の
活
用
を
含
め
て
援
助
す

る
こ
と
を
、「
居
宅
介
護
支
援
」

よ
り
良
い
自
宅
介
護
の
た
め
に

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
常
に
適
正
化

積
極
的
な
関
わ
り
が
大
事

病
院
内
の
ケ
ア
マ
ネ
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

退
院
直
後
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
可
能

ふ
れ
あ
い
町
田
Ｈホ

ス
ピ
タ
ルＰ 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

介護の心配事は
ぜひ相談を！

私たちはケアマネジャーです。
医師や看護師、医療相談員と
介護の情報共有を行ない、
患者さまが退院後すぐに
安心して介護サービスを
利用できるように、
尽力しております。

ふれあい町田ホスピタル（☎042-798-1121）の
「居宅介護支援事業所」へご連絡ください。

お問合せは・・・
今野 一
ケアマネジャー

中嶌 チヨコ
ケアマネジャー

血
管
の
状
態（
動
脈
硬
化
）を
徹
底
検
査

Ａ
Ｂ
Ｉ
と
頸
動
脈
エ
コ
ー
で
解
明

さ
が
み
野
中
央
病
院

健
康
診
断
で
注
目
を
！

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
危
険

　

健
康
診
断
で
は
、
自
分
の
体
の
状
態
を
数
値
で
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
血
管
に
関
す

る
「
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
」
を
説
明
し
ま
す
。

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
は
、
血
管
状
態
を
調
べ
る

「
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
」と「
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
」を
行
な
っ

て
い
ま
す
。検
査
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

国
が
推
奨
す
る
「
特
定
健
康
診

査
」
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
早
期
発
見
・
予
防
に
重

点
を
置
い
た
健
康
診
断
で
す
。
検

査
項
目
に
は
「
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
一
般

的
に
は「
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」

　
（
同
院
・
大
道
寺
臨
床
検
査
技

師
）「
動
脈
硬
化
を
放
っ
て
お
く

と
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
や
脳
出
血
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
（
心
疾

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

血
管
の
壁
が
厚
く
な
る

　

こ
の
項
目
で
は
、

140 mg
／
dl
以

上
が
「
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症
」
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
数

値
が
高
く
な
る
と
、
血
管
壁
に
悪

患
、
脳
血
管
疾
患
）
は
、
国
内
の

死
亡
原
因
で
、
が
ん
に
次
い
で
上

位
に
あ
が
る
病
気
で
す
。

　

ま
た
、
大
き
な
病
気
で
は
な
く

て
も
、
動
脈
硬
化
で
足
の
血
管
が

狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
て
し
ま
う

と
、
足
先
の
血
行
障
害
や
歩
行
時

に
痛
み
を
と
も
な
い
、
日
常
生
活

に
支
障
が
出
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
自
分

の
血
管
の
状
態
を
検
査
で
知
り
、

予
防
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

血
管
年
齢
の
測
定
と
画
像
観
察

　
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
で
は
、

『
Ａ
Ｂ
Ｉ
』
と
『
頸
動
脈
エ
コ
ー
』

を
使
っ
て
動
脈
硬
化
を
調
べ
て
い

ま
す
。『
Ａ
Ｂ
Ｉ
』
は
、
10
分
程

度
の
検
査
で
、
手
と
足
の
血
圧
を

同
時
に
測
り
、
腕
か
ら
足
ま
で
の

動
脈
の
硬
さ
と
動
脈
硬
化
の
亢
進

状
態
を
、
血
管
年
齢
と
し
て
表
し

ま
す
。『
頸
動
脈
エ
コ
ー
』
は
、

20
分
程
度
の
検
査
で
、
脳
に
障
害

を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
血
管
の

状
態
を
、
画
像
で
観
察
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
は
、
血
液
検

査
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
血
管
の

状
態
や
血
流
を
調
べ
、
動
脈
硬
化

と
血
流
障
害
を
発
見
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
動
脈
硬
化
を
促
進
さ

せ
る
要
因
に
は
、
高
血
圧
、
高
血

糖
、
脂
質
異
常
症
、
高
尿
酸
血
症
、

ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
に
心
当
た
り
が
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
当
院
で
動
脈

硬
化
の
検
査
の
受
診
を
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
」。 　
　

取
材
協
力

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
り
、

壁
が
厚
く
な
る
こ
と
で
血
液
の
通

り
が
悪
化
し
、
動
脈
硬
化
を
促
進

さ
せ
ま
す
。
動
脈
硬
化
が
進
行
す

る
と
、
心
不
全
、
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
な
ど
の
「
心
疾
患
」
や
、
脳

梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
の
「
脳
血
管

疾
患
」、
大
動
脈
瘤
と
い
っ
た
命

の
危
険
を
と
も
な
う
病
気
を
引
き

起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
の
原
因
に
は
、
加
齢

の
ほ
か
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
肥

満
、
そ
し
て
生
活
習
慣
で
あ
る
喫

煙
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
飲

酒
、
偏
っ
た
食
生
活
な
ど
が
関
係

し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
改
善
で
き

る
内
容
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
そ
も
そ
も
健
康
診

断
を
受
け
な
い
人
が
多
く
、
自
分

の
体
の
状
態
を
把
握
せ
ず
、
体
調

が
悪
く
な
っ
て
か
ら
病
院
へ
行

き
、
数
値
の
悪
さ
に
驚
く
と
い
う

ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
血
管
の
健
康
は
、
自
分
で

し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

正常な血管 動脈硬化

断
面
図

断
面
図

血
流 プ

ラ
ー
ク

不慮の
事故
2.8％
誤嚥性肺炎
3．1％ 肺炎5．7％

老衰9．6％

腎不全2．0％

アルツハイマー病1．5％
血管性および
詳細不明の認知症1．5％

その他
23.7％

悪性新生物
（がん）
２7．6％

脳血管
疾患
7．5％

日本人の死因の構成割合

神奈川県海老名市東柏ヶ谷 6-20-20

さがみ野中央病院
☎046-233-5110

検査科
大道寺 益弘 
　  臨床検査技師
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